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和歌山県串本町から得られた本州初記録のホシヒレグロハタ

大西　遼 1

A single specimen (46.4 mm SL) of Coral Grouper, Epi-
nephelus corallicola (Valenciennes, 1828) (Epinephelidae) was 
collected from Wakayama Prefecture, Japan. In Japanese waters, 
the species has previously been recorded from south of Kochi 
Prefecture. The Wakayama specimen represents the northern-
most distributional record and the first record from Honshu, Ja-
pan for the species.
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 Abstract

紀伊半島の南端に位置する和歌山県串本町は温帯域に

位置するが，黒潮の影響を強く受けるため，多くの熱帯性

魚類が加入および定着することが知られている（福田・小

寺，2019；大西，2024）．近年においても，串本海域から

は本県初記録となる熱帯性魚類の報告が複数あり（例えば，

松尾・國島，2021；堺・國島，2023；大西・吉田，2024），

本県における熱帯性魚類の出現動向を把握する上で重要な

海域である．

ハタ科アカハタ属（Epinephelidae: Epinephelus）のホシ

ヒレグロハタEpinephelus corallicola (Valenciennes, 1828)は，

日本からオーストラリア北西部にかけての西太平洋域に広

く分布しており（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and 

Randall, 1993; Heemstra et al., 2011；瀬能，2013），日本国

内では高知県以南から散発的に記録されている（橘・遠藤，

2023）．本種は成長に伴い色彩が変化することが知られて

おり，幼稚魚（体長 30–60 mm）では頭部，体側，および

各鰭に瞳孔大の白色斑が散在し，頭部と体側の白色斑が濃

褐色に縁どられることで同属他種と区別される（Randall 

and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 1993; Heemstra et 

al., 2011；橘・遠藤，2023）．

2023年 11月 29日に和歌山県串本町の串本海中公園セ

ンター前の錆浦海岸で 1個体のホシヒレグロハタの幼魚が

採集された．本標本は本種の本州からの初記録であり，分

布の北限を更新する記録であるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は，Randall and Heemstra (1991)に従った．

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmの精度で測定した．

標準体長（standard length）は体長または SLと表記した．

本標本は 2024年 3月 9日まで串本海中公園センターで飼

育し，死亡後は 10%ホルマリン溶液で固定し，70%エタ

ノール溶液に置換して保存した．生鮮時および生時の体色

の記載は固定前に撮影されたカラー写真（Fig. 1）に基づ

いて記載した．本報告に用いた標本（WMNH-PIS13981）

は和歌山県立自然博物館（WMNH）に保管されている．

Epinephelus corallicola (Valenciennes, 1828)

ホシヒレグロハタ
（Fig. 1）

標本　WMNH-PIS13981，46.4 mm SL（採集時は約 40.0 

mm SL），和歌山県東牟婁郡串本町有田 1157　串本海中公

園センター　錆浦海岸（33°28′46ʺN, 135°44′34ʺE），水深 0.1 

m，タモ網，2023年 11月 29日，大西　遼．

記載　背鰭条数Ⅺ, 15；臀鰭条数 III, 8；胸鰭条数 17；

腹鰭条数 Ⅰ, 5；縦列鱗数 92；側線有孔鱗数 60；鰓耙数

8+14=22．体長に対する体各部の割合（%）：体高 32.1；体

幅 13.7；頭長 41.8；吻長 7.9；眼窩径 10.9；眼隔域幅 6.4；

眼下骨高 2.1；上顎長 17.4；尾柄高 10.9；尾柄長 14.9；背

鰭前長 40.9；臀鰭前長 66.8；腹鰭前長 39.2；背鰭基底長

56.0；背鰭第 1棘長 6.8；背鰭第 2棘長 11.4；背鰭第 3棘

長 13.3；背鰭第 4棘長 14.4；背鰭第 5棘長 14.2；背鰭第 6

棘長 13.7；背鰭第 7棘長 13.1；背鰭第 8棘長 13.3；背鰭第

9棘長 13.7；背鰭第 10棘長 14.0；背鰭第 11棘長 14.2；背
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鰭最長軟条長 17.2；臀鰭基底長 18.9；臀鰭第 1棘長 7.5；

臀鰭第 2棘長 15.0；臀鰭第 3棘長 13.1；臀鰭最長軟条長

20.4；尾鰭長 24.7；胸鰭長 27.8；腹鰭棘長 12.2；腹鰭長

19.6．

体は前後方向に長い楕円形で側扁し，尾柄部は強く側

扁する．体背縁は吻端から背鰭起部にかけて上昇し，背鰭

起部から尾鰭基底部にかけて緩やかに下降する．体腹縁は

下顎の先端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，腹鰭起

部から臀鰭起部にかけて体軸と平行にはしり，臀鰭起部か

ら尾鰭基底部にかけて緩やかに上昇する．体高はやや低く，

背鰭第 1棘基部付近で最大となる．眼は正円形で，瞳孔は

やや前後方向に長い楕円形を呈する．鼻孔は 2対で，前鼻

孔と後鼻孔は互いに近接する．口は端位で，吻端はやや尖

り，下顎が上顎よりも僅かに突出する．両顎には小円錐歯

が並ぶ．口蓋骨歯がある．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状で，前鰓

蓋骨下縁と主鰓蓋骨後縁は円滑である．肛門は背鰭第 10

棘基部直下に位置する．体側鱗は細かな櫛鱗で，両唇と胸

鰭腋部は無鱗．側線は完全で，主鰓蓋骨上端から尾鰭基

底部にかけて体背縁と平行にはしる．背鰭第 1棘基部は胸

鰭基部直上のやや後方に位置し，背鰭軟条部の縁辺は丸み

を帯びる．臀鰭棘は第 2棘が最長で，臀鰭軟条部の縁辺は

丸みを帯びる．胸鰭後縁は丸みを帯び，その後端は背鰭第

10棘直下に位置する．腹鰭起部は背鰭第 2棘直下に位置

する（背鰭第 2棘は折損）．尾鰭は円形で，後縁は丸みを

帯びる．

色彩　生鮮時および生時の色彩（Fig. 1）―体の地色は

Fig. 1. Fresh specimen (A) and live individual taken on 9 Mar. 2024 (B) of Epinephelus corallicola (WMNH-PIS13981, 46.4 mm SL) 
from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan.
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灰色みを帯びた褐色で，腹側で色味がやや薄くなる．頭

部と体側には瞳孔大のやや灰色みがかった白色斑が散在

し，いずれも濃褐色の太い縁取りをもつ．体側の白色斑は

円形であるが，頭部ではほとんどが不定形である．両眼間

および頭頂部の白色斑はバンド状を呈する．各鰭の地色は

灰色みを帯びた褐色で，やや灰色みがかった白色斑が散在

する．各鰭の白色斑はほとんどが頭部と体側の白色斑より

も小さい．背鰭と臀鰭には体側から続く白色斑があり，い

ずれも濃褐色の太い縁取りをもつ．背鰭と胸鰭の白色斑は

一部やや黄色みを帯びる．尾鰭基部には瞳孔大の白色斑が

あり，濃褐色の太い縁取りをもつ．各鰭軟条部の縁辺は白

く縁取られ，一部白色斑と連続する．

分布　日本，台湾南部からフィリピン，パプアニュー
ギニア，ソロモン諸島，オーストラリア北部までの西太

平洋に分布し（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and 

Randall, 1993; Heemstra et al., 2011；瀬能，2013），日本国

内では，高知県，宮崎県日向灘，鹿児島県薩摩半島，お

よび琉球列島（奄美大島，徳之島，沖縄島，西表島）か

ら記録されている（三浦，2012；瀬能，2013；吉郷，

2014; Iwatsuki et al., 2017; Nakae et al., 2018; Mochida and 

Motomura, 2018；桜井，2019；下瀬，2021；中村，2022；橘・

遠藤，2023）．本研究により新たに和歌山県串本町からも

記録された．

備考　和歌山県産の標本は，背鰭棘数が 11，臀鰭が 3

棘 8軟条であること，口蓋骨歯があること，頭部と体側に

瞳孔大の白色斑が散在し，いずれも濃褐色の太い縁取りを

もつことなどの特徴が Randall and Heemstra (1991)や橘・

遠藤（2023）の示したホシヒレグロハタ E. corallicolaの特

徴に一致したため，本種と同定された．

本種の分布記録は「分布」の項に示したとおりであり，

これまで日本国内における分布の北限は高知県大月町で

あった（橘・遠藤，2023）．和歌山県串本町から得られた

標本は，本種の分布の北限を更新する記録であるとともに，

本州からの標本に基づく初めての記録となる．

本種は，泥底の岩礁域やサンゴ礁域，および河口の

汽水域などのごく浅い海域に生息することが知られてお

り（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 1993; 

Heemstra et al., 2011；瀬能，2013；橘・遠藤，2023），和歌

山県産の標本は，サンゴ礫混じりの海岸で干潮時に水深 0.1 

mの転石下で採集された．本標本は採集後，串本海中公園

センターで約 3か月間飼育された．飼育水槽には自然海水

を常時注水し，水温は 15.8–19.1℃の範囲で推移した．こ

れまで本種の分布の北限であった高知県では，採集された

標本の体長と採集月から本種が越冬している可能性がある

と報告されている（橘・遠藤，2023）．串本海中公園センター

周辺海域では，例年 2月に表面水温 16℃前後と最も低下

し，そこから 3月にかけて徐々に上昇することが知られて

いる（中村，2023）．今回，飼育環境下ではあるが，水温

が最も低下する 2月にも生存していたことから，高知県と

同様に和歌山県沿岸でも本種が越冬できる可能性がある．

また，本標本は採集時，体長約 40.0 mmの幼魚であった．

黒潮流域である串本町沿岸には，本来南方域に分布する熱

帯性魚類の卵・仔稚魚が偶発的に輸送されることが知られ

ている（例えば，松尾・國島，2021；大西・吉田，2024）．

したがって，本標本は卵・仔稚魚期に南方域から偶発的に

輸送されたものであると考えられる．
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